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CT users often need to investlgate precise features of the image reconstruction method of thelr System.
AIso, they might even conceive some new idea of data processing method and want to try lt. For these objec-
tives, Computer simulation lS usually required. However, it is virtually Impossible for CT users. The imple-
mentation of textbook lmage reconstruction method in a personal computer (PC) lS already a difficult task, and
actual image reconstruction methods implemented in commerclal CT models are far more complicated and their
details are inaccessible to users. Therefore, it lS Valuable, but looks dlfficult, to reallZe a "user level".CT image
reconstruction slmulator. We have proven that it is not too difficult to realize such a simulator-like (lf not ex-
actly a simulatt)r) system. Most of recent CT models have a functlOnality to export raw data to a medium that
is readable by ordinary PC. The obstacle lS that the raw data format is a manufacturer's proprietary lnforma-
tion. The raw data is an aggregatlOn Of projection data, header and other miscellaneous information. Thelr
sizes, arrangements and data types will never be disclosed. However, declphering raw data format is not too
difficult wlth educated guesses and trial-and-errors. Once declphered, pro)ection data part can be extracted
from raw data and freely processed on PC. After attaching original header and other miscellaneous lnformatlC･n,
the processed projection data can be easily put back into the orlglnal CT system and experimental images can be
reconstructed as usual.
1.は　じ　めに
CT (computed tomography)画像における画質
挙動や画質の改善効果を確認するために,コン
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ビュータシミュレーションが行われる｡シミュ
レーションは,再構成画像に対する画像処理のシ
ミュレーション,投影データの処理によるシミュ
レーション,画像再構成処理のプロセスに踏み込
佐藤和宏･坂本　博･他
んだシミュレーションの三つに大別出来る｡
再構成画像に対する画像処理のシミュレーショ
ンは,画像フィルタを用いた画像処理程度であれ
ば. ImageJ (NTH)のような画像解析ソフトを用
いることによりユーザレベルでもある程度可能で
ある｡しかし再構成画像を扱っているため,この-
ようなシミュレーションは平滑化や鮮鋭化,画像
間演算など応用範囲は限定される1)0
投影データの処理によるシミュレーションと
は,再構成処理プロセスは改変せずに,投影デー
タに何らかの前処理をした後に再構成処理を行う
ものである｡このシミュレーションでは所定の人
力に対する再構成処理の応答挙動や,異常データ
によるアーチフアクトの挙動を調べること,投影
データの前処理による画質改善実験などが可能で
ある｡また,投影データに雑音を付加し,実際に
線量を低減して撮影した画像と同様の画像を作成
することも出来る2'｡そのため,再構成画像に対
する画像処理のシミュレーションに比べて応用範
囲は広いo　ユーザレベルでこのシミュレーション
を行うときに問題となるのは,一般ユーザが投影
データの処理や画像再構成を出来るかどうかとい
うことである｡この間題を解決出来れば,研究者
やメーカの技術者だけではなくユーザレベルで投
影データの処理によるシミュレーションを行うこ
とが出来る｡
画像再構成処理のプロセスに踏み込んだシミュ
レーションとは,再構成処理のプロセスを自らプ
ログラムして改良するシミュレーションである｡
このシミュレーションを行うためには,再構成理
論に関する高度な専門的な知識やプログラミング
の技術が必要とされる｡したがって,このような
ことを行うことが出来るのは専門家だけであり,
一般ユーザが行うことは困難である｡
本研究では, CT装置に実装されている画像再
構成処理をそのまま利用して,投影データの処理
によるシミュレーションをユーザレベルで実行す
るための手法を提案する｡近年の多くのCT装置
には,生データをサーバや外部記憶媒体に保存し
たり,サーバや外部記憶媒体から生データをCT
装置に差し戻したりする機能がある0本手法では
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この機能を利用し,取り出した生データから投影
データだけを抽出して加工することによりシミュ
レーションを行う｡具体的な手順は次の通りであ
る｡ CT装置から取り出した生データをパーソナ
ルコンピュータ(以下, PC)に取り込む｡PCに
取り込んだ生データから,付帯情報を分離して投
影データのみを抽出するo　目的に応じて投影デー
タを加T_し,付帯情報を元の位置に付け戻すo　こ
のようにして.加工した生データをCT装置に差
し戻して画像再構成する｡以上のような処理を実
行することによって,投影データの処理によるシ
ミュレーションをユーザレベルで実行出来ると考
えられる｡また本手法は,近年複雑化している再
構成法:うーや画質挙動の理解のための一助となり得
る｡
上記のような手順でシミュレーションを行うと
きに障害となることは.生データのフォーマット
が非公開ということである｡フォーマットを解読
しなければ.投影データを加工することが出来な
い｡しかし,フォーマットが非公開であっても適
切な推論と,試行を繰り返すことでフォーマット
を解読出来るはずである｡
本論文では,投影データの処理によるシミュ
レーションを,ユーザレベルで実行するための手
法について述べる｡そして本手法を実際のCT装
置に適用して動作確認を行い,実現出来ることを
示す｡
なお,本手法を実行するためには,生データを
cT装置から取り出しPCにて処理する必要があ
る｡この処理を行うときにCT装置やデータの安
全性に関して問題が発生する可能性がある｡考え
られる問題は,生データの取り出しや加工,差し
戻しを行ったとき, CT装置がウイルスに感染し
て動作が不安定になることや,臨床業務に必要な
生データを紛失または破壊して検査に支障を来た
すことなどである｡このような状況になった場合
の責任はユーザにある｡そのため,ユーザはトラ
ブルを未然に防ぐための対策をとった上で,壁
データの取出しから差し戻しまでを慎重に行う必
要がある｡
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2.方　　　法
2-1.生データの取り出し,加工,差し戻し
使用したCT装置は,AquilionTM64 (東芝メディ
カルシステムズ社製)である｡本CT装置には,
生データ保存システム(東芝メディカルシステム
ズ社製)が接続されている｡生データ保存システ
ム(以下,サーバ)とは, CT装置から生データ
を転送し,保存するためのシステムである｡この
サーバを利用して生データの取り出しと差し戻し
を行った｡サーバのオペレーティングシステム(以
下,OS)は,ウインドウズである.そのため,ウイ
ンドウズ上で生データを簡便に扱うことが出来
る｡サーバに転送された生データは, OS上でコ
ピーや移動が制限なく出来る｡したがって,外付
けハードディスクやフラッシュメモリなど外部記
憶媒体をサーバに接続し,生データを容易に取り
出すことが可能である｡
本手法の概要を,図1に示す｡また,生データ
の取り出し,加工, CT装置に差し戻して再構成
までの具体的な手順は,次の通りである｡
(∋　生データをCT装置からサーバに転送
②　サーバに外部記憶媒体を接続し.生データ
を取り出す
(卦　pcに外部記憶媒体を接続し,生データを
取り込む
④　生データフォーマットを解読
⑤　生データから投影データを抽出
･ Scan
'Image reconstruction
(参　投影データを加工
(丑　加工した投影データに.付帯情報を付け戻
して加工済み生データとする
(砂　加工済み生データを外部記憶媒体に保存
⑨　サーバに外部記憶媒体を接続して加工済み
生データをコピー
⑲　加工済み生データをサーバからCT装置に
差し戻し,画像再構成
上記の③から(参までPCでの処理は, Mathe-
matica⑳7によりツールを作成して行った｡
2-2.フォーマット解読用生データの作成
フォーマットを解読するために,サンプルデー
タ(以下,解読用生データ)を作成した｡これは,
特徴あるサイノグラムの表示によりフォーマット
解釈を容易にするための生データである｡解読用
生データは.直径約3cm,長さ約20cmのシリ
ンジに水を封入して最大視野の辺縁に配置し,そ
の断面をスキャンして作成した｡解読用生データ
からの再構成画像を図2に示す｡シリンジを最大
視野の辺縁に配置する理由は,生データのフォー
マットを解読するときに,投影データの領域と投
影データの左右に付帯しているかもしれない特殊
な付帯情報とを区別しやすくするためである｡本
研究で取り扱ったケースでは,この特殊な付帯情
報は実在した｡以下ではこの特殊な付帯情報をサ
イドデータという｡解読用生データからサイノグ
ラムを正常に表示すると,正弦波が現れる｡正弦
波が現れた縦方向の範囲は全ビューの存在する範
Raw data server
図1.本手法の概要
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図2.フォーマット解読用生データからの再構成画
像
園である｡また,現れた正弦波の横方向の範囲は
投影データの存在する範囲に相当する｡このよう
なことを手がかりとして.投影データの領域とサ
イドデータの領域を目視的に区別した｡
ファントムのスキャンと再構成の主要条件は次
の通りである｡
･管電圧: 120kV
･管電流: 50mA
･回転時間: 0.5秒/回転
･再構成関数: FCll
･収集列数と収集厚: 4列×0.5mm
･スキャン方式:ノンヘリカルスキヤン
･投影データ収集視野直径: 50cm
･再構成視野直径: 50cm
･再構成スライス厚: 2mm
･再構成マトリクス: 512×512
2-3.生データフォ-マットの解読
生データのフォーマットには統一された基準が
なく,メーカ毎に異なる｡フォーマット情報はメー
カより公開されないため,フォーマットを解読し
たとしても,解読結果が完全に正しいかどうかは
ユーザには不明である｡しかし,加工対象として
いるのは投影データの領域だけである｡必ずしも
uO!)U巴!P)t20!Va^　l
Horizontal direction　　　　:
dtt2P･ap!S
Proj ection data
cd
◆J
CO
｢コ
1
4)
謡
Footer
;=　　　　　Xr　　　　:7
-→Xl.ト一一　　　　　　　　一｢ XII ㍗
図3.生データの配列構造として考えられそうなパ
ターンの模式図
完全に正しくフォーマットを解読する必要はな
く,サイノグラムを表示したとき投影データの領
域が正常に表示されたと判断出来れば,事実上
フォーマットを解読出来たことに等しいo
以下に,フォーマットを解読するための手順を
述べるが.データフォーマットに関して,常識的
に次のようなことは確定させていかねばならない
であろう｡
･1ワードのバイト長
･符号の有無
･データ型(整数型または実数型)
･エンデイアン
･付帯情報の場所,データサイズ
･縦方向のデータサイズ
･横方向のデータサイズ
図3は,生データの配列構造としてありそうな
パターンの模式図である｡ここでXは生データ
の横方向のデータサイズである｡また, Xpは投
影データの横方向のデータサイズ,すなわちレイ
数, XL, XRはそれぞれ投影データの左右に付帯
するサイドデータの横方向のデータサイズであ
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る｡ yは投影データの縦方向のデータサイズ,す
なわち収集列数×ビュー数である｡
フォーマットを解読するにあたって,フッタ情
報は無いと仮定した｡また,ヘッダの情報は使用
しないため,サイノグラムを表示するときには,
ヘッダ情報の領域を推定して読み飛ばした｡ヘッ
ダ情報の領域の推定については後述する｡
2-3-1,バイト長,データ型,エンディアンの
推定
1ワードのバイト長邦は,次のような推論によ
り容易に求められる｡生データのファイルサイズ
をAバイト,データ収集列数をN,ow,ビュー数を
Null,W,レイ数をN,a,, Aに対する付帯情報のデー
タ量の割合をαとすると,次のような関係式が成
立する｡
A -n (1 +α)N,,,wNuleuN,a,　　(1)
常識的に考えて付帯情報は生データのファイル
サイズのうちのごく僅かしか占めず, αくく1のは
ずである｡したがってnは次の式で求めること
がLJ']来る｡
n - L A/N,,,uN"PUN,a, j　　　(2)
ここで, Hはフロア記号である｡すなわち,
A/N,owNvleWN,a,の小数部を切り捨てた整数がnで
ある｡
符合の有無,データ型,エンデイアンに関して
は,それぞれ二者試し,サイノグラムの見え万で
確認出来る｡
2-3-2.ヘッダ情報のデータサイズと横方向の
データサイズの推定
ヘッダ情報のデータサイズと横方向のデータサ
イズは,適切な推論に基づいた試行を繰り返して
求められる｡ヘッダ情報のデータサイズをH,棉
方向のデータサイズをX,生データのデータサイ
ズを肝とすると,次のような関係式が成立する｡
W- H+XN,OWN"ew　　　　( 3 )
ここで,
W-A/n　　　　　　( 4)
W, H, X, N,,,a" N".,礼.はすべて整数であるから,
Xの最大値mは次の式から求められるo
m- i w/N,ouNu,ew j　　　(5)
また, Xの最小値はN,a,であるから, Xの候補
としてN,aγ, N,a,+1, N,aγ+2, ･., m-2, mll,
mが挙げられる｡
したがってHの候補は(3)式から, W-N,uv
Nr〃uN"ew, W- (N,a,,+1)N,OWN"lew, W- (N,〝V+2)
N,owNuleW, ･, W-(m-2)N,OUN"ew, W- (m-1)
N,oれ凡ew, W-m N,uwNuLL,Wが挙げられる｡
このようにXおよびHの候補は多数存在する.
そのため,無原則に一つ一つ試行を繰り返しなが
ら正解を探し当てることは非現実的である｡そこ
で,次に示す推論に当てはまるXおよびHを優
先的に試行する候補と考えた｡
(i)ヘッダにはスキャン条件など限られた情
報しか記録されないため,ガが大きな値
であることは考えにくい｡すなわち. X
は候補の中でも大きな値である可能性が
向い｡
(ii)コンピュータ系の処理効率の観点から,
Xは切りの良い値,すなわちバイナT)数
(2のべき乗)である可能性が高い｡
(iii) N,arv+バイナリ数(例896,898, 900,904,
912, 928, 960, 1,024)も可能性がある｡
(iv)人間系として切りの良い値(例900.
1,000)も可能性がある｡
2-3-3.サイノグラム表示確認と最終値の確定
以上の手順によりXやHなどの候補を得て,
それらの中から次のような手順で最終値を確定さ
せた｡
(a)フォーマット解読用生データから全バイ
ト数のバイナリーデータを読み込む｡そ
してHの候補値に基づき,冒頭のnHバ
イトを切り落とす｡
(b)残ったデータを数値データとして扱う｡
数値のデータ型として刀が4なら符号付
き整数と符号無し整数および実数があり
得る｡〃が2であれば,整数データであり,
投影データの性質からして符弓･付きが自
然と思われ, 2バイト符片付き整数から
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試すことになる｡このとき,エンデイア
ンはリトルかビッグかいずれか選択す
る｡
(C)数値データのサイズはXN,owNv,ewとなる｡
これをX点毎に区切り,横方向X点,縦
方向N,owNvleW点の矩形配列として扱う0-
データ値に基づく輝度表示をすれば左右
にサイドデータのついたサイノグラムを
得る｡
(d)適当なウインドウ調整をして,明瞭な-
サイクルの正弦波パターンを得たときの
エンデイアンやデータ型. H, Xを正解
とする｡サイノグラムとしてありそうな
パターンになっていなければ,エンデイ
アンやデータ型, H, Xの候補を再度選
択しなおし, (a)から繰り返す｡
確定したXおよびHを基にサイドデータ付き
のサイノグラムを表示させ,現れた正弦波の横方
向の範囲からX,の範囲を目視的に推定すること
が出来る｡また,同時にここまで未知であった
XlJとxRも推定出来る｡
2-4.投影データ加工用生データの作成
解読用生データとは別に,加工を目的とした生
データ(以下,加工用生データ)を作成した｡加
⊥用生データには, CT装置に付属している直径
50cmの較正用均一材質ファントムをスキャンし
たデータを使用した｡ファントムのスキャン条件
と再構成条件は,管電流を300mAとした以外は.
解読用生データの場合と同じである｡このように
して加工用生データを作成し,投影データを加工
した｡
2-5.投影データの加工と動作確認
解読用生データを解読することによって得られ
たバイト長nや横方向のデータサイズX,サイド
データの横方向のデータサイズであるXL, XRの
値は,加工用生データなど他の生データにも適用
出来る｡ただし,ヘッダ情報のデータサイズH
は生データ毎に異なる値である｡しかし,生デー
タのファイルサイズと既に求めたnやXなどの
値から容易にガを求めることが出来る｡
投影データを加工するときには.解読結果を基
に生データから投影データだけを抽出した｡本研
究で扱った生データの投影データ部分は整数デー
タであったが,投影データの加工は実数演算で
行った｡したがって加工結果は実数値であり,こ
れを整数化した後,切り離しておいたサイドデー
タとヘッダを付け戻した｡さらに,元のデータ型
とエンデイアンで加工済み生データをバイナリ
ファイルとして出力した｡このようにして作成し
た加工済み生データは,外部記憶媒体を用いて
pcから取り出してサーバに一旦コピーした後.
サーバからCT装置に差し戻して画像再構成し
た｡
以上のことを実際のCT装置に適用し,本手法
の動作を確認した｡具体的な方法を含め,詳細は
結果の章で述べる｡
3.結　　　果
3-1.生データフォーマットの解読
1ワードのバイト長は, (2)式により求めるこ
とが出来た｡符合の有無,整数型か実数型か,エ
ンデイアンに関しては,それぞれ二者試し,サイ
ノグラムの見え方で判断することが出来た｡横方
向のデータサイズは. 2-3-2で述べた(i)～(iv)
の推論のうち, (i)～(iii)を満たしていた｡
図4に,解読用の生データを解読する時に,仮
定や算出結果が正しくなかった場合のサイドデー
タ付きサイノグラムの例を示す｡図4左は,エン
デイアンの仮定を誤った場合である｡仮定を誤っ
たことにより異常なデータ値で正弦波が表示され
ている｡また図4右は,ヘッダ情報のデータサイ
ズガを正解より大きい値,横方向のデータサイ
ズXを正解より小さい値とした場合の例である｡
横方向のデータサイズの誤りにより,本来表示さ
れるはずの正弦波が表示されていない｡生データ
フォーマット解読が成功したときの正常なサイ
ドデータ付きサイノグラムを図5左に,その模式
図を図5右に示す｡
3-2.投影データの加工と動作確認
本手法をCT装置に適用して動作確認した｡以
下に,具体的な方法と結果をあわせて述べる｡
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図4･生データのフォーマットを解読する過程で得られたサイドデータ付きサイノグラムの例｡左はエン
デイアンの仮定を誤って表示したサイノグラム｡右はヘッダサイズ〟を正解より大きく,横方向の
データサイズXを正解より小さく推定して表示したサイノグラム.
ll 
Projectiondata ?
Side-data
図5･フォーマットを正しく解読したときのサイドデータ付きサイノグラム(左)と.その模式図(右)0
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図6.リングアーチフアクトの挙動を確認するため
に加工した投影データ｡等間隔のいくつかの
レイに,等量の非ゼロの値を持たせた(矢印)0
3-2-1.リングアーチファクトの挙動の確認
リングアーチフアクトは,検出器の感度のばら
つきや,特定の検出素子の不具合により異常な
データ値がスキャン中に出力された場合に発生す
る｡このとき,同じ程度の異常値であってもリン
ノ　　グアーチフアクトの強度は回転中心に近いほど強
く,辺縁に近づくに従って弱くなるという挙動を
示す4)｡このような挙動を確認するために,次の
ように投影データを加工した｡最初に,全ビュー
にわたり全レイの値をゼロにした｡次に,等間隔
でいくつかのレイを,等量で非ゼロの値とした｡
図6にそのサイノグラムを示す｡このように加工
した投影データから画像再構成した｡
図7に再構成画像とそのプbファイルを示す｡
図7よりリングアーチフアクトの強度は回転中心
に近いほど強い,ということが確認出来た｡
3-2-2.逆投影法の確認
逆投影を行う方法には,フアンビームで得られ
たデータをそのまま逆投影するフアンビーム直接
逆投影法と,フアンビームで得られたデータを平
行ビームに変換後に逆投影する平行ビーム逆投影
法がある5'｡どちらの逆投影法を採用しているか
はメーカ毎に異なるように思われる｡ AquilionT"
64はどちらの逆投影法を採用しているかを確認
するために,本手法を応用して線源がおよそ6時
の位置にあるときの投影データだけを残し,他の
データはゼロとなるように投影データを加工し
川　脚　㈹　抑　○　謝　仰
一】
rJILl)ロトU
i 剌?剪?
F i 【 劔! i ????ﾂ??t 
i 僣 劔 凵?魔? 
読 迭?????B? J'?'汁 着一一一■一. l 儿??劔凉??i:,ilp. 
L5l 
S　　　　　　　256　　　　　　　384　　　　　　　512
南無o)lxels)
図7.図6に示した投影データから再構成した画像とそのプロファイル
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図8.逆投影法を確認するために加工した投影データ｡一方向からのデータ(矢印)だけを残し,他のデー
タの値は0とした｡
図9.左は図8に示した投影データから再構成した画像｡右上は左図の実線の領域の拡大再構成画像(檎
出器側)｡右下は左図の点線の領域の拡大再構成画像(線源側)0
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た｡図8にそのサイノグラムを示す｡フアンビー
ム逆投影法によりこのような投影データから画像
再構成すると,線源からの距離に応じて強度と鋭
さが変化しているシャワー状の画像になる6)｡平
行ビーム逆投影法を採用していれば,線源からの
距離に関係なくシャワーの強度がほぼ一定の画像
になる7)0
図8に示す投影データから再構成した画像を図
9左に示す｡シャワーの強度と鋭さを比較しやす
くするため,検出器側と線源側の拡大再構成画像
をそれぞれ図9右上　図9右下に示す｡なお,紘
大再構成画像の再構成視野直径は20cmである｡
再構成画像よりシャワーは線源からの距離に応じ
て強度と鋭さが変化していることを確認出来た｡
この画像から､, AquilionTM 64は4列収集にてノン
ヘリカルスキヤンの場合,フアンビーム直接逆投
影法を採用していると考えられた｡
4.考　　　察
本手法によって,投影データの処理によるシ
ミュレーションをユーザレベルで行うことが可能
になった｡本手法ではファントムをスキャンした
生データだけではなく,臨床で得られた生データ
を扱ったシミュレーションも可能である｡ただし,
本手法ではプログラミングの技術が必要とされる
ことが難点である｡しかし,使用するプログラム
言語によってはそれほど専門的なプログラミング
の技術は要しない｡たとえば今回使用したMath-
ematica⑪のようないわゆる超高級言語では,比較
的容易にフォーマット解読や投影データの加工の
プログラムを作成することが出来る｡
新たな設備やネットワーク,周辺機器等を必要
としないことは,本手法の利点に挙げられる｡本
手法に必要な条件は, CT装置から生データの取
り出し, CT装置へ生データの差し戻しが可能と
いうことである｡これらの機能は,近年の多くの
cT装置には標準的に装備されている｡したがっ
て,ほとんどのユーザは新たに環境を整備するこ
となく本手法を実行出来ると考えられる｡
本研究ではデータ取り扱いの利便性から,サー
バより生データを取り出した｡生データサーバが
無い環境でも,次のような手順で生データの取り
出し,加工,差し戻しが可能である｡なおAquiL
ionTM64から直接生データを取り出すときに利用
出来る外部記憶媒体は, CD (compact disk)また
はDVD (digital versatile disc)のみである｡
･cT装置にて生データをCDまたはDVDに
コピー
･cDまたはDVDにコピーした生データをPC
に取り込み,加工
･加工した生データをCDまたはDVDにコピー
･cDまたはDVDからCT装置に生データを
差し戻し
前述したように本手法を行う場合, CT装置の
劫作や,データの消失.破壊などの問題が発生す
る可能性はある｡このような問題が起こってし
まった場合の責任は.ユーザにある｡そのため,
ユーザは不用意に問題を起こさないよう注意しな
ければならない｡最も起こりうる問題は,外部記
憶媒体を用いてPCとサーバ,またはPCとCT
装置本体との間でデータを移行するときに,サー
バのみならずCT装置までウイルス感染させてし
まうことである｡ウイルス感染によりデータが破
壊されたり, CT装置やサーバの動作が不安定に
なったりすることが十分考えられる｡そのため,
ユーザは予めサーバや加工するPCにセキュリ
ティソフトをインストールしておくなど.トラヴ
ルを未然に防ぐための対策をとる必要がある｡
投影データを加工するときには,生データから
投影データだけを抽出してから加工した｡その理
由は,付帯情報には患者情報の他　再構成に必要
なデータも含まれていることが考えられたからで
ある｡誤って付帯情報を書き換えた場合には,再
構成画像が異常になる可能性がある｡そのため,
誤って付帯情報に手を加えることのないように.
投影データと確信出来る部分だけを抽出して加工
対象とした｡
フォーマット解読の過程で,フッタがないこと
以外にも次のような仮定をした｡
･生データのファイルサイズのうち付帯情報が
占める割合は僅少
･サイドデータのデータ量は, 1ビュー毎に変
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化しない
･生データは非圧縮で保存されている
･投影データの値は単純なバイナリで書かれて
いる
･投影データ部分も付帯データ部分もバイト長
は共通である｡
上記の仮定のうち,非圧縮や単純なバイナリの
仮定については,次のような考えを背景にしてい
る｡生データ書き込みは,スキャン中にリアルタ
イムで行われるものである｡これに時間を要する
と,スキャンの失敗につながり得る｡画像再構成
にあたっては,生データ-の頻繁なアクセスがあ
り,読み込みと解釈に時間を要すれば再構成時間
の延長につながり得る｡これらのことから,生デー
タの書式は極力単純な形態を取るはずであり,症
縮は考えにくい｡また,少なくとも投影データ部
は,たとえばBCD (BinaryCodedDecimal)のよ
うな特異なコードではなく,そのまま計算出来る
単純な2進数を取ることが効率上も自然であろ
う｡
ここで,バイト長の仮定について触れておく必
要がある｡本手法では簡単のためヘッダ,投影デー
タおよびサイドデータの全てについて共通のバイ
ト長であると仮定した｡その仮定の下に解読を進
め.投影データの抽出は問題なく出来た｡しかし,
バイト長が共通であるという仮定は正しくないこ
とが判明した｡全てのデータは2バイトと算出し
たが,バイナリエディタで生データを見ると,ヘッ
ダおよびサイドデ⊥夕と判断した場所にはASCII
コードによる文字列が書かれていた｡すなわち,
これらは1バイトデータであった｡仮定が誤って
いたにもかかわらず問題なく投影データの抽出が
出来たのは,次のような理由からである｡生デー
タのファイルサイズのうち付帯情報が占める割合
はほんの僅かであるため,投影データのバイト長
の算出にはほとんど影響しない｡それに対して横
方向のデータサイズは重要で,本手法では結果的
にサイドデータ2点を1点に数えて横方向のデー
タサイズを算出したことになる｡しかし,必要と
しているのは投影データの部分のみである｡すな
わち,解読用生データでサイノグラムを正常に表
示するような横方向のデータサイズを得られれば
良い｡したがって,バイト長が共通であるという
仮定が誤りであってもとくに問題にはならないの
である｡
生データから投影データの部分さえ抽出出来れ
ばよいということであれば,バイト長が共通であ
るという仮定が誤りであったように.例え仮定の
一部が正しくなくても成功に至り得る｡したがっ
て,本手法は他社CT装置にも適用出来る可能性
は低くはないと考えられる｡しかしながら,多く
の仮定が誤っているような複雑な生データフォー
マットであれば,推論は複雑化し解読が困難にな
る｡そのような場合は,メーカに守秘契約ととも
にフォーマット開示の協力を依頼しなければなら
ないであろう｡国内ではそのような例を確認して
いないが,海外ではメーカに協力を依頼してユー
ザが投影データにアクセスすることも珍しくは無
いようである2)0
近年のCT装置の発達とともに,再構成方法や
画質改善の処理が複雑化してきている｡しかし,
複雑化している処理ほどユーザは少しでも再構成
法やアーチフアクトその他の画質挙動の理解に努
めるべきである｡このようなことを少しでも理解
するための手段として,本手法を利用することが
可能である｡
アーチフアクトの抑制や緩和,画像雑音の低減
など画質改善処理は.多くの場合, ､投影データを
再構成前に処理することにより達成されるo　この
ような画質改善処理をユーザレベルで考案し.本
手法を利用することによって,実際に画質改善処
理を試みることも出来る｡したがって本手法によ
るシミュレーションツールは,一般ユーザでも学
習だけではなく研究のためにも利用出来るもので
ある｡
5.結　　　論
投影データの処理によるシミュレーションを,
ユーザレベルで実行するための手法を提案した｡
本手法をCT装置に適用して動作確認を行った｡
そして,アーチフアクトの挙動や逆投影法を確認
し,再構成の基本原理を理解するために利用出来
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ることを示したo
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